
 

 

 

 

いのちのはじまりとつなり 
‐５年生 ２月１２日（金）‐ 

５年生が、病院で働く助産師さんや岡崎市立看護学校

の先生を招き「いのちのはじまりとつながり」をテーマ

に学びました。 

子供たちは、命のめばえから誕生までの様子を学ぶ、

担任の先生や子供たちも参加する「お産劇」を観る、聴

診器で自分の心音を聴くなどをしました。 

「改めて人の命の大切さを知りました」 

「私たちを生んでくれてとても嬉しく思います」 

「赤ちゃんの命はとても尊いと改めて思いました」 

「看護師や助産師さんはすごい大切な役割で人のために頑張って支えててすごいと思いました」 

「自分が生まれるときに、多くの人たちに支えられていることを知って感動しました」 

などの振り返りを子供たちは記しました。 

 
六ツ美中学校入学説明会 

‐6年生 ２月１５日（月）‐ 
 六ツ美中学校の教務主任の先生が来校して、新型コロナウ

イルス感染予防のために実施できなかった入学説明会を、本

校の体育館で児童のみを対象に行いました。 

教育目標、小学校との違い、主な学校行事、教科と授業時

間数、日課、生活のきまりなどについて説明を受けました。

子供たちは最後に、部活動などについて質問しました。自分

事としてしっかり説明会に臨むことができました。 

 

友だちの作品のすてきを見つけよう 
‐２年生 図工科「はじめてのカッターナイフ」 

２月１７日（水）‐ 
２年生が図工科で初めてカッターナイフを使って作品作り

に取り組みました。組み立て前にカッターナイフでの作業を

終えるなどのケガ予防をしての造形活動でしたが、子供たち

は伸び伸びと作品作りを楽しみ、素敵いっぱいのタワーを創

りあげました。授業では素敵の発表が黒板を満たしました。 

 

にんじゃ・じゃじゃーん発表会 
‐３年生 体育科 ２月１７日（水）‐ 

３年生が、「にんじゃ」になり切って、跳び箱やマットなど

体育館にある器具を使った表現運動の発表会を行いました。 

 どの班も器具を活かした物語と動きを考案し、課題曲の長さ

ぴったりに収め、のびのびと躍動しました。自作の手具（新聞

紙を丸めた物）が刀や巻物、吹き矢の筒、遠眼鏡、水とんの術

の息継ぎ棒などで大活躍。子供たちの想像力に感激しました。 

令和２年度 六ツ美中部小学校 校長室だより 第３６号 

令和３年２月１９日（金） 

校
こう

長
ちょう

 鈴
すず

 木
き

  誠
まこと

 

お産劇に参加 妊婦さんの腰をさする 

登る、跳ぶ、忍者になり切って 

たくさんの手が挙がる 



 

プログラミング学習が進んでいます 
どの学年でもプログラミング学習を進めています。そのいくつかを紹介します。 

〇自分だけの水族館      ‐１年生 図工科‐ 
１年生が教室に配備されたタブレット端末を用いて、

「ビスケット」という描画編集ソフトによる、自分だけの

水族館作りを楽しみました。 

ソフトの起動さえままならなかった子供たち、初めのう

ちは先生のお手本を参考にタコやイカを描くのに一生懸命

でした。ところが、あっという間に慣れて、思い思いの海

の生き物を描くくだけでなく、教えてもらっていない機能

を見つけて、コピーで群れを作ったり、動きの速さを変え

たりもしました。自分だけの素敵な水族館ができました。 

〇おいしいご飯を炊こう ‐６年生 家庭科‐ 

６年生が５年生のときに学習したご飯炊きについて、パ

ソコン室で「炊飯シミュレータ」というソフトを用いて復

習しました。 

全体で手順を確認したのち、個々に、米と水の量、吸水

時間、火加減などを入力してプログラムしました。それを

実行させると、「火が弱いか消えています」「水っぽいご

飯が炊けたよ」「ご飯が焦げてしまったよ」等のメッセー

ジが表示される子もありました。子供たちはその都度、米

や水の量、火加減等を見直して、「おいしいご飯が炊けま

した」をめざしました。 

〇センサーを用いた照明‐６年生 理科‐ 

６年生が「アーテックロボ2.0（センサーとLEDライト、

ブザーを組み合わせた器具）とそれを操作する「スタディ

ノビット」というプログラミングソフトを用いて、部屋の

明るさに応じて点灯・消灯する照明づくりに取り組みまし

た。 

子供たちは、どのような照明が考えられるか、そして

それを実現するにはどのようなスクリプト（命令）を組め

ばよいかを構想するところから始めました。試行錯誤を重

ねて、自分の思い描いたとおりの照明ができるように粘り

強く取り組みました。 

 

２月18日（木）は二十四節気の２番目「雨水」

でした。降る雪が雨に変わり雪解けが始まる時期

ということですが、寒波に見舞われたこの日はと

ても寒い一日でした。でも、体育館前では梅が花

を一輪ほころばせ、つぼみを膨らませています。

そして、寒風が吹き抜ける午後の運動場では、6年

2組の子供たちが元気いっぱいに体育科の授業でサ

ッカーに取り組みました。 

まだまだ寒い日はあるでしょうが、確かに季節

はめぐり、子供たちは成長しています。 

「おいしくたけたね」に笑顔 

集中 水族館創り 

「おいしいご飯が炊けました」に笑顔 

「これで消えるはずなんだけど…」 


